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庫の 中の、 二十 余 名の 患者 すべてに、 私のから だを投 

げ 捨てて、 話 かけた。 まるまると 白く 太った 美男の、 

ののし 

肩 を 力一杯 ゆすって やって、 なまけもの！ と 罵った。 

眼の さめて 在る 限り、 枕頭の 商法の 教科書 を 百 人 一 首 

を 読む ような、 あんな ふし をつ けて 大声で 読み わめき 

つづけて いる 一 受験 狂に、 勉強 やめよ、 試験 全廃 だ、 

しゅうび 

と 教えて やったら、 一瞬 ぱっと 愁眉 を ひらいた。 うし 

ろ 姿のお せん 様と いう あだ 名の、 セル 着た る 二十 五 歳 

の 一 青年、 日が な 一 日、 部屋の 隅、 壁に むかって しょ 

んぼリ 横 坐りに & 崩れて 坐って、 だしぬけに 私に 頭 を 

殴られても、 僕 はたった 二十 五 歳 だ、 捨てろ、 捨てろ、 



一週間、 私 は 誰と も 逢って いません。 面会、 禁じら 

れて、 私 は、 投げられた 様に 寝て いるが、 けれども、 

これ は 熱の せいで、 いじめられ たからで はない。 みん 

な 私 を 好いて いる。 I さん、 一生に いちどの たのみ だ 

はいって 呉れ、 と 手 をつ かぬ ばかりに たのんで 下さつ 

て、 ありがとう。 私 は、 どうして こんなに、 情が 深く 

なった のだろう。 K でも、 Y でも、 H さんでも、 D は 

うろうろ、 Y のば か、 善 四郎の のろま、 Y 子さん。 逢 

いたくて、 逢いたくて、 のた うち まわって いるんだ よ 

先生 夫婦と、 K さん 夫婦と、 F さん 夫婦、 無理矢理つ 

れて、 浅 虫へ 行こう か、 われ は 軍師 さ、 途中の 山々 の 



蟬は、 やがて 死ぬ る 午後に 気づいた。 ああ、 私たち、 

もっと 仕 合せに なって よかった の だ。 もっと 遊んで、 

かまわなかった の だ。 いと、 せめて、 われに 許せよ、 

花の 中の ねむり だけで も。 

ああ、 花 を かえせ！ (私 は、 目が 見えなくなる まで 

おまえ を 愛した。) ミルク を、 草原 を、 雲、 (とつ 

ぷリ 暮れても 嘆くまい。 私 は、 —— なくした。) 

「 一 行 あけて ご 



士尸を そろえて 

ありがとう、 よ、 ありがとう！ 

(聞え たかな？) 

二十日。 

この 五、 六 年、 きみたち 千 人、 私 は、 ひとり _ 

二十 一日。 



武士の 妻。 よしや がれ！ ただ、 T 家よりの 銅銭の 仕 

送りに 小心 よくよく、 或いは 左、 或いは 右。 真実、 な 

んの 権威 もない。 信じない のか、 妻の 特権 を。 

含羞 は、 誰でも 心得て います。 けれども、 一切に 眼 

をつ ぶって、 ひと 思いに 飛び込む ところに 真実の 行為 

が あるので す。 できぬ とならば、 「薄情 ご 受けよ、 こ 

れ こそ は 君の 冠。 

人、 おのおの 天職 ぁリ。 十 坪の 庭に トマト を 植え、 

ちくわ を 食いて、 洗濯に 専念す る も、 これ 天職、 われ 

そで 

とわが はらわた を 破り、 わが 袖、 炎々 の焰 あげつつ あ 

る も、 われ は 嵐に さからって、 王者、 肩 そび やかして 



二十四日。 なし。 

一 一十 五日。 

「金魚 も、 ただ 飼い 放ち 在る だけで は、 月 余の 命、 保 

たず ご (その 一 。) 

われより 若き ものへ 自信つ けさせた く、 走り 書。 断 

片の語 なれ ども、 私 は、 狂って いません。 

社会 制裁の 目茶目茶 は 医師の はんらんと、 小市民の 

医師の 良心に 対する 盲目的 信仰より 起った。 たしかに 

重大の 一因で ある。 ヴ エル レエ ヌ 氏の 施療 病院に 於け 



な、 出る こと 許り 考えて いる。 

一 、 外部との 通信、 全部 没収。 

一 、 見舞い 絶対に 謝絶、 若しくは 時間 定めて 看守 立ち 

合い。 

一、 その他、 たくさん ある。 思い出し 次第、 書き つづ 

ける。 忘れねば こそ、 思い出さず そろ、 か。 (この 日、 

だんちょう 

退院の 約束、 断腸の ことども あり、 自動車の 音、 三十 

も、 四十 も、 はて は、 飛行機の 爆音、 牛車、 自転車の 

きしりに さえ 胸 やぶれる 思い。) 

「出して くれ！」 「やかまし！」 ど しんの もの 音 ありて、 



秋の 日 あえなく 暮れむ とす。 

二十 六日。 

「金魚 も、 ただ 飼い 放ち 在る だけで は、 月 余の 命、 保 

たず ご (その 二。) 

昨日、 約束の 迎え 来らず。 ありがとう。 けさ、 おも 

むろに 鉛筆 執った。 愛して いる、 という。 けれども、 

小市民 四十 歳の 者 は、 われら を 愛する 術 を 知っていな 

い。 愛し 得ぬ の だ。 金魚へ 「ふ」 だ。 愛して いないと、 

言い切り 得る。 



地上の 王者へ、 無言で 一 杯の ミルク ささげて やって 呉 

れる 決意つ いたら、 それが、 また、 君のから だの 一歩 

前進なる こと 疑う 勿れ。 

営利 目的の 病院 ゆえ、 あらゆる 手段に て 患者の 退院 

はばむ が、 これ、 院主、 院長、 医師、 看護婦、 看守の 

はてまで、 おのおの 天職な りと、 きびしく 固く 信じて 

いる 様子で ある。 悪の 数々、 目お おえ ども、 耳 ふさげ 

ども、 壁の すきま、 鉄 格子の 窓、 四方八方より ひそ ひ 

そ 忍びい る 様、 春の 風の 如く、 むしろ 快し。 院主 (出 

資者) の 訓辞、 かの 説教 強盗の それより、 少し 声 やさ 



みち 

われら 生き 伸びて ゆく に は、 二つの 途 のみ。 脱走、 

足袋 はだしの まま、 雨中、 追われつつ、 一汁一菜、 半 

ちまた 

畳の 居室 与えられ、 犬馬の労、 誓言して、 巷の 塵の 底 

に 沈む か、 若しくは、 とても 金魚と して 短き いのち 終 

ら むと、 ごろり 寝ころび、 いとせ めて、 油 多き 「ふ」 

うろこ は 

を 食い、 鱗の 輝き 增 したる を 紙より 薄き 人の 口の端 

にの ぼせられ て、 ぺ ちゃべ ちゃ ほめられ、 数 分 後 は、 

iQ ラ じょう 

けろ りと 忘れられ、 笑われ、 冷き 血の まま 往生 とげむ 

か。 あと は、 自らく びれ て、 甲 勢な き 命 絶ち、 四、 五 

日、 人の 心の 片端、 ひやと させる もよ からむ。 すべて 

皆、 人の ための 手本。 われの 享楽の ための 一 夜 もな 



私 は、 「おめん！」 のかけ ごえの み 盛大の、 里 見、 島 

崎な どの 姓名に よりて 代表 せられる 老 作家た ちの 剣術 

先生 的 硬直 を 避けた。 キリストの 卑屈 を 得た く 修業し 

た。 

聖書 一巻に よりて、 日本の 文学史 は、 かってな き 程 

の 鮮明 さ を もて、 はっきりと 二分され ている。 マ タイ 

伝 二十 八 章、 読み終え るのに、 三年 かかった。 マルコ、 

ルカ、 ヨハネ、 ああ、 ヨハネ 伝の 翼 を 得る は、 いつの 

m ゝ o 

力 



る、 人の 眼 恥じざる 清潔の 抱擁と、 老 教授 R 氏の 閉め 

切 リし閨 の 中と、 その 汚濁、 果してい ずれ ぞゃ。 

「男の人が 欲しい！」 「女の 友が 欲しい！」 君、 恥じる 

がいい、 ただちに、 かの 聯想の み 思い 浮べる 油 肥りの 

生活 を！ 眼 を、 むいて、 よく 見よ、 性の つぎなる 愛 

の 一 字 を！ 

求めよ、 求めよ、 切に 求めよ、 口に 叫んで、 求めよ。 

沈黙 は 金と いう 言葉 あり、 桃李 言わ ざれ ども、 の 言葉 

もあった、 けれども、 これら はわれら の 時代 を 一層、 



貧困に 落した。 (As you see.) 告げ ざれば、 うれい、 全 

く 無き に 似た リ、 とか、 きみ、 こぶし を 血に して、 た 

たけ、 五 百度た たきて 門の 内 こたえなければ、 千度た 

たかむ、 千度た たきて 門、 ひらか ざれば、 すなわち、 

門 を よじのぼらむ、 足 すべらせて 落ちて、 死なば、 わ 

れら、 きみの 名 を 千 人の 者に、 まことに 不変の 敬愛 も 

ちて 千 語ず つ 語らむ。 きみの 花 顔、 世界の 巷ち また、 

露路の 奥々、 あっき 涙と ともに、 撒き散らさむ。 死ね！ 

われら、 いま、 微細と いえ ども、 君 ひとり 死なせた る 

世の 悪への 痛憤、 子々 孫々 ひま ある ごとに 語り 聞かせ、 

君の 肖像、 かならず、 子ら の 机上に 飾らせ、 その子、 



その 孫、 約して 語りつ がせむ。 ああ、 この 世く らくし 

て、 君に 約す るに、 世界 を 覆う 厳粛 華麗の 百年祭の 固 

き 自明の 贈物の その他 を 以てする 能わざる こと を、 数 

十万の 若き 世代の 花 うばわれ たる 男女と 共に、 深く 恥 

じいる。 

二十 七日。 

「金魚 も、 ただ 飼い 放ち 在る だけで は、 月 余の 命、 保 

たず ご (その 三。) 

人、 口々 に 言う。 「リアル」 と。 問わむ、 「何 を 以て 

か、 リアルと なす。 蓮の 開花に 際し、 ぼんと 音す るか、 



がね を かけ、 スナップ 三つ あまくな つた 革の カバン を 

ひざ 

膝に 乗せ、 電車で、 多少の 猫背つ かって、 二日 すらな 

あご ちまた 

い 顎の 下の ひげ を 手 さぐり 雨の 巷 を、 ぼんやり 見て 

いる。 なぐられて、 やかれて、 いま はくろが ねの 冷酷 

を 内に ひそめて、 (断) 

二十 九日。 

十字架の キリスト、 天 を 仰いで いなかった。 たしか 

に。 地に 満っ 人の子の むれ を、 うらめし そうに、 見お 

ろして いた。 



手の 札、 からりと 投げ捨てて、 笑えよ。 

三十日。 

雨の 降る 日 は、 天気が 悪い。 

三十 一 日。 

(壁に。) ナポレオンの 欲して いた もの は、 全世界で は 

なかった。 タンボ ポー 輪の 信頼 を 欲して いただけで 

あった。 

(壁に。) 金魚 も、 ただ 飼い 放ち 在る だけで は、 月 余の 



命、 保たず。 

(壁に。) われより 後に 来る もの、 わが 死 を、 最大限に 

利用して 下さい。 

一 日。 

さねと も 

実 朝 を わすれず。 

伊豆の 海の 白く 立つ 浪 がしら 

塩の 花ち る。 

う， J くす すき。 



る。 狂乱で あり、 憤怒で ある。 更に、 (断) 

寝間の 窓から、 羅 馬の 燃 上 を 凝視して、 ネロ は、 黙 

び ぎ 

した。 一 切の 表情の 放棄で ある。 美妓の 巧 笑に 接して、 

だまって いた。 緑酒 を 捧持され て、 ぼんやりして いた。 

かの アルプス 山頂、 旗 焼く けむりの 陰なる 大 敗将の 沈 

黙 を 思うよ。 

一 嚙の 歯に は、 一 嚙の歯 を。 一 杯の ミルクに は、 一 

杯の ミルク。 (誰の せいでも ない。) 

みち 

「なんじ を訴 うる 者と ともに 途に 在る うちに、 早く 和 



解せ よ。 恐く は、 訴 うる 者なん じ を 審判 人に わたし、 

したやく つい ひとや 

審判 人 は 下役に わたし、 遂になん じ は 獄 に 入れられん。 

誠に、 なんじに 告ぐ、 一 厘 も残リ なく 償わず ば、 

其処 をい ずる こと 能 わじ ご (マ タイ 五の 二十 五、 六。) 

かんぺき 

晩秋 騒 夜、 われ 完璧の 敗北 を 自覚した。 

一 銭 を 笑い、 一 銭に 殴られた にす ぎぬ。 

私の 瞳 は、 汚れて なかった。 



享楽の ための 注射、 一本、 求めなかった。 おめん！ 

の 声の み 盛大の 二、 三の 剣術 先生 を 避けた にす ぎぬ。 

つよ じょうじょう 

「水の 火よりも 勁き を 知れ。 キリストの 嫋 々 の 威厳 

を こそ 学べ ご 

他 は、 なし。 

天機 は、 もらすべからず。 

(四日、 亡父 命日。) 



五日。 

逢う ことの、 いま、 いっとせ、 早 かりせば、 など。 

六日。 

「人の 世の くらし ご 

女学校 かな？ テ ニスコ— ト。 ポプラ。 夕陽。 サン 

タ • マリヤ。 (ハァ モニカ。) 

「つかれた？」 

「ああ ご 

これが 人の 世の くらし。 まちがい なし。 



なず 在りぬ る。 はかなき 態に は 非ず。 

十日。 

私が 悪い のです。 私 こそ、 すみません、 を 言えぬ 男 _ 

私の ァク が、 そのまま 素直に 私へ 又はね かえって 来た 

だけの ことです。 

よき 師ょ。 

よさ 兄よ。 

よさ 友よ。 

よき 兄嫁よ。 

巿ょ。 



十 一 日。 

しゅうぼう 

無才、 醜貌の 確然た る 自覚 こそ、 むっと 図太い 男 を 

創る。 たまもの 也。 (家兄 ひとり、 面会、 対談 一 時間。) 

十二 日。 

試案 下書。 

一、 昭和 十一 年 十月 十三 日より、 ひとつき 間、 東京 巿 

板 橋 区 M 脳 病院に 在院。 パヴ イナ アル中 毒 全治。 以後 

は、 

一、 十一 年 十一 月より 十一 一年 (二十 九 歳) 六月 末まで 

サナ トリ アム 生活。 (病院 撰定 は、 S 先生、 K 様、 一 任。) 



一 、 十二 年 七月より 十三 年 (三十 歳) 十月 末まで、 東 

京より 四、 五 時間 以上 かかって 行き 得る (来客す くな 

かるべき) 保養地に、 二十 円内 外の 家 借りて 静養。 (K 

氏、 ちくら の 別荘 貸して 下さる 由、 借りて 住みた く 思 

いました が、 けれども、 この 場所 撰定 も、 皆様 一任。) 

右の 如く 満ー 箇年、 きびしき 摂生、 左 肺 全快、 大丈 

夫と、 しんから 自信つ きしの ち、 東京 近郊に 定住。 (や 

はリ 創作。 厳酷の 精進。) 

なお、 静養 中の 仕事 は、 読書と、 原稿 一日 せいぜい 

二 枚、 限度。 

かるた 

一 、 「朝の 歌留多 ご 



(昭和 いろは 歌留多。 「日本 イソ ップ 集」 の 様 

な 小説。) 

一 、 「猶太の 王 ご 

(キリスト 伝。) 

右の 二 作、 プラン まとまって いますから、 ゆっくり 

書いて ゆく つもりです。 他の 雑文 は、 たいてい 断る つ 

もりて す 

その他、 来春、 長編 小説 三部 曲、 「虚構の 彷徨。」 S 

氏の 序文、 I 氏の 装幀に て、 出版。 (試案 は、 所詮、 笹 

の 葉の 霜。) 
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